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〈付　録〉

「ルほうがいい」と「タほうがいい」の実例

（働：タほうがいい，□：ルほうがいい，△＝しないほうがいい）

　　　　　　　〈雑誌名はアルファベット順〉

【11CanCa獄，小学館，1998　No．201．

㊧1）旅行に行くより，静かな公園や美術館でデートしたほうがよさそう

　　　です。

　⑲2）クールに対応して少し様子を見たほうがよさそう。

△3）あなたが正しいと思ったことも今は，できればロにしないほうがよ

　　　いでしょう。

鈎4）なるべくその場で謝るようにしたほうがよさそうです。

□5）人のたくさんいるにぎやかな場所よりは，静かな土地を選ぶほうが

　　　　よいでしょう。

翻6）彼のリードに任せたほうが好結果につながります。

□7）クールに対応するほうがよいでしょう。

翻8）マイペースで静かに過ごしたほうがよいにもかかわらず，入前で注

　　　　目されることがおおくなるというアンバランスな運気です。

㊧9）浮かれた気分にならずにじっくりと腰を落ち着けて過ごしたほうが

　　　　よいでしょう。

翻10）あなたのほうから夢中になるような状況は避けたほうが賢明でしょ

　　　　う。

翻11）浪費しやすいときですが，ケチらずに気前よくしたほうが運気アッ

　　　プにつながります。

㊧12）全身一色でまとめるよりも，ポイントとして着こなしてみたほうが

　　　運気がアップしそう。
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〈付録〉

□13）人のたくさんいる場所で過ごすほうがラッキーです。

121C殿C鍛，小学館，1998　No。202。

　醗14）早期に決断をして離れたほうが賢明です。

　⑭15）素直に甘えてみたほうがよいでしょう。

　翻16）ケンカした場合は，早めに謝っておいたほうが良さそうです。

翻17）進展は勇気次第ですが，引き際のフォローも考えておいたほうが無

　　　難です。

㊧18）やる気はあっても入のサポートにまわったほうが力を発揮できると

　　　きです。

㊧19）誘ってみても彼にいく気がなさそうだったら，見合わせたほうが無

　　　難。

□20）与えられた業務をしっかりこなすことに集中するほうが運気上昇に

　　　つながります。

□21）不本意な事を言われても，今は従っておくほうが賢明です。

霧22）実力を発揮できるチャンスと考えて積極的に引き受けてみたほう

　　　が，今後のためになりそうです。

131　JJ，　1998　　Ju豆y。

□23）それでも相手の態度が変わらないようだったら，ピリオドを打つほ

　　　うがいいかもしれません。

翻24）年下の男性からの誘いにはのったほうが0。

　△25）あまり深刻に考えないほうが良さそうです。

△26）家族とのケンカは，長引かせないほうが無難です。

△27）先輩や上司には，逆らわないほうが賢明です。

□28）どうでもいいことと思えるときは相手を立てるほうがいいでしょ

　　　う。

㊧29）他の入に代わってもらったほうがうまくいきます。
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　　　　　　　　　　　　　〈付録〉

□30）自分の気持ちにストレートな行動をとるほうが，いいかもしれませ

　　　ん。

㊧31）追いかける恋はパスしたほうが無難です。

□32）そろそろピリオドを打つほうがいいかも。

□33）周囲とのバランスを考えた言動をとるほうが賢明です。

㊧34）この際，損得計算や打算は抜きにしたほうがいいでしょう。

翻35）家族や友達につき合ってもらったほうがいいでしょう。

△36）自分から行動を起こさないほうがよさそうです。

□37）友達の域を出ないつき合いをするほうが賢明です。

翻38）自分のやる方を押し進めていくか，それとも周りの人たちとうまく

　　　やったほうがいいか，迷うところでしょう。

［］39）おとなしく家の中にいるほうが賢明です。

□40）淡々としたふるまいをするほうが賢明です。

翻覗）リスクが伴うことはやめたほうがいいでしょう。

□42）一入より友人と一緒に通うほうがなおいいでしょう。

△43）天気の悪い日は乗らないほうが無難です。

141関西ウォーカー　Chou　Ch◎賦，1998　No．3．

　△44）危ない誘いには乗らない方がよいでしょう。

151LEE，集英社，1998　N◎．156。

　翻45）買い物は優先順位の低いものは見送ったほうが無難。

　趨46）ショッピングはひとりで出かけたほうが無難。

161mcSlster（エム・シー・シスター），1998　No．344。

　⑳47）基本的には気持ちを引き締めてかかったほうがいいよ。

　㊧48）逆に相手からのコンタクトを待っていたほうが得策なんだ。

△49）恋の相手を探している人は，今月の出会いにはあまり期待しないほ
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〈付録〉

　　　うカミいいカ・も○

鰯50）趣味などの共通の要素を探して，それを足がかりに接近していった

　　　ほうがスムーズだよ。

171MMマルチミュージック，大阪有線放送社，1998　No．53。

　㊧51）面倒がらず，マメなあなたでいたほうが得ですよ。

㊧52）仕事，レジャー，細かいことを気にするより，勢いやノリで進めた

　　　ほうが好結果です。

㊧53）仕事，対人……もうひと押ししたいところをあえて抑えたほうが，

　　　好結果が出ます。

181MMマルチミュージック，大阪有線放送社，1998　No．61．

　㊨54）すぐ必要なもの以外は，2！日以降まで待った方が納得の結果に。

翻55）話し合いの場では，あえて沈黙を保った方が有利な展開に。

　翻56）貯金した方が賢明では？

【91More，集英社，1998　No．252。

　□57）あなたも決意を固めるほうがよさそうです。

　翻58）できる限りの協力にとどめたほうが賢明でしょう。

1101ヴァンテーヌ，婦人画報社，1998　No．106。

㊧59）無理につきあうよりは，頭を切り替えて新しい出会いを探したほう

　　　が賢明です。

△60）他人のことには余計な口を出さないほうが安全です。

111】VIVI，講談社，1998　No．178。

　㊧61）彼と距離を置いたほうが賢明です。

　□62）当面の楽しみは後回しにして節約する方がベター。
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　　　　　　　　　　　　　〈付録〉

翻63）恋人や好きな人と一対一で会わず，グループ交際をしたほうがよさ

　　　そう。

1121ViVi，講談社，1998　No．181．

　□64）正面切って戦うと，もっとひどいことを言われるので無梶するほう

　　　がよさそう。

　□65）友達のままでいるほうがいいでしょう。

　△66）一線は越えないほうが賢明。

　轡67）損をする可能性があることはやめたほうがよさそうです。

1131YOUNGキュン16月号増刊号（女の開運98夏），情報通信社，1998．

翻68）自己診断での購入は避けたほうが賢明です。

　㊧69）なお，大型ローンでの買い物は避けたほうが無難。

　㊧7G）考えるよりも行動したほうが，幸せをつかめます。

　霧71）男性の前では，素直な女になったほうが得です。

　勧72）二二の関係を考え直したほうがいいでしょう。

△73）ナンバにはのらないほうが無難。

㊧74）次の恋を探すようにしたほうがいい場合もあります。

㊧75）表向きは彼を立てたほうがいいようです。

趣76）理想よりも，訪れた幸せを大切にしたほうがいいでしょう。

翻77）お金に対しておおらかでいたほうが金運に恵まれるでしょう。

翻78）日頃から体をいたわるように心がけたほうがいいでしょう。

□79）どんなときもケナゲに彼を支えていく姿勢を見せるほうがいいで

　　　しょう。

翻80）この際，その考えは捨て，楽しむようにしたほうが自分らしさを保

　　　てます。

愚81）友だちに評価してもらうようにしたほうがいいでしょう。

翻82）家で趣味に勤しんだほうがハッピーでしょう。

一132一



　　　　　　　　　　　　　〈付録〉

△83）あまりストレスをためないほうがいいでしょう。

㊧84）鎮痛剤を持ち歩いたほうが賢明です。
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ドイツ・ヴィッセンシャフト移植の端緒

について

一官費留学生のドイツ派遣まで一

JUNETと広域コンピュータネットワーク

〈今・ここ〉から反差別のネットワーク

上領英之・鷲頭正憲共著

第83号大賀祥充著
第84号柳瀬陽介著
第85号　　森；川　　　潤　著：

第86号加藤　高曇

第87号高木敬雄著
第88号下々見　照著

第89号有定愛旧著

第9G号岡本　徹著

第9！号　中根光敏編著

理論株価計測のモデルと分析：日米比較

平成五年（～・九九三年）改正会社法小論

模倣の原理と外国語習得

明治初年のドイツ留学生

日中両国法制度の比較法的・法社会学的

研究

ポンゾー錯視の実験的研究

キンギョにおける弁別刺激を用いた嫌悪

条件づけの研究

一シャトル反応の道具的統制について一

情報と寡占の基礎研究

一ゲーム理論の基礎と応絹一

教育計画の理論と実際

一技術主義酌教育計画一

反差鴉のリアリティ構成

一「同和」教育運動の新たな地平一

議92号　田辺　拓・富岡恒雄・有定愛展共著

第　93　号　　森　月i　　　霊均　著

第94号財満義輝著

経済系の情報理論・情報処理の点検：討

木戸孝允をめぐるドイツ・コネクション

の形成

自閉症児に対する運動を媒介とした治療

教育の試み

〈董993。　2＞

〈1993。　8＞

〈1993．　8＞

〈1993．　8＞

〈1993。　8＞

〈1993。　8＞

〈1993．　8＞

〈1993。10＞

＜！994。　4＞

〈1994。　4＞

〈199護。　4＞

＜1994。　4＞

〈1994。　4＞

〈1994。　4＞

〈1994。　4＞

〈1995。　・望〉

〈1995。　4＞

〈／995。　4＞

〈1995．　4＞

〈1995。　4＞

〈1995。　4＞



第95号

第96号

第97号

第98号

第99号
第100号

第101号

第玲2号

第103号

第104号

第105号

第106号

第107号

第io8号

第109号

第110号

山田　浩・谷川榮彦編著

　　　　　　　　国際環境の変動と聡本

MITSUO　OKAMOTO：P£ACεSTUDIES　IN　T翼E　NUCLEAR　AGE

日強健唱詠　流れてやまず
　　　　　　　　一太田川流域・社会経済的調査研究一

北原宗律著　　データ保護法の研究

山本敬三著　法律圓避の研究
Y妓ichirG　Yamada，　Malcolm　J。　Benso鍛，　Kazuro　Har圭mochi，

S雛sumu　Murakaml
　　　　　　　　Culture，　Language，　a捻d　Advertising

　　　　　　　　～Stud圭es　of　JapaRese　a鷺d

　　　　　　　　　　　　　　E豊墓薮sh　Advertiseme簸ts－

Rober重B．　A観stenfeld，」監

　　　　　　　　The　State　of　Bench搬ark癒g　i簸Japan

大賀祥充著　平成九年（一九九七年）改正会社法小論

頁idey面KAMIRYO
　　　　　　　　Economic　Accoun£lRg：AMacr◎and

　　　　　　　　MicrG　Commo簸Approach　Usi貧9
　　　　　　　　Nat量。簸a王a負d　Corporate　Accounts

中根光敏編著　差溺問題の構成をめぐる社会的ダイナミ
　　　　　　　　ズム

中規輝男・亀崎澄夫・尾野展昭・木田重雄共著

　　　　　　　　広島地域経済の変貌

Da遍iro　FUJ互MURA

　　　　　　　　ALost　Accounti簸g　Syste搬and　lts

　　　　　　　　Sig難if1ca簸ce　for　Classical　Capita玉ism：

　　　　　　　　The　Double　Accou盒t　System　a之Sch貧eider

　　　　　　　　and　Company　in　the　Mid－Nineteen癒

　　　　　　　　Ce簸tury

高橋恭一一著　　魚類網膜水平細胞の機能解析

佐々木宏・岸本幸次郎・宇野豪・荒井貞光共著
　　　　　　　　安佐地区バレーボール運動の成立と展開

　　　　　　　　一広島市安佐地区におけるバレーボー
　　　　　　　　ル運動の発展とその教育附影響に関する

　　　　　　　　総合的研究一

山田雄…郎編著　　新英語教育講義

　　　　　　　　一広島修道大学人文学部「英語教師のた
　　　　　　　　めの夏期講座」展観一

高木敬雄・小村三岳共著

　　　　　　　　錯視的輪郭の明暗知覚

〈1996。　5＞

〈三996。　5＞

〈1996。　5＞

〈ig97、　5＞

〈1997．　4＞

〈1997．　5＞

〈1997．　5＞

〈3998．　5＞

〈三998。　5＞

〈1998．　5＞

〈1998。　5＞

〈！998。　5＞

〈1999．　5＞

〈1999．　5＞

〈1999．　5＞

〈1999．　5＞



第11i号　Chris∫．　M．　Czerkawski

　　　　　　　　　　　　Real　Excha獄ge　Rates　After　Aslan　and

　　　　　　　　　　　　Latin　American　F三nancial　Crises

第112号

第U3号
第114号

第1！5号

第116号

第！！7号

第118号

第ug号

大賀祥旧著　平成一…年（1999年）改正会社法小論

森岡…論憲著　　政府支出の現状と課題

Hideyuki　KAMIRYO

森川　　潤著

落合　　功著

山田雄一郎著

太田耕史郎著

Growth　Accou磁難g　i盆D圭screte　Time：

ANew　ApProach　Usi簸9鼠ec継rsive

Programmi鍛9

井上毅のドイツ認識

戦後，中手造船業の展開過程

外来語と小説

反トラスト政策の経済分析

児玉正憲・坂口通則共著

第！20号　蜜光清次郎・東

区分的費用関数をもつ確率的在庫モデル

の研究

晧傳・鹿子木幹雄・臼隈健壬共著

ミヤジマ・プロジェクト

第！21号　Michinori　Sakaguchi

第122号　中根光敏編箸

第／23号　大庭宣尊編著

Reg媛lar　sequences　of　a　commutative痴9

社会的饗膳のソシオロジ

成人の生涯学習ニーズと高等教育機関の

交差可能性

第124号　高木敬雄・吉本美穂共著

第／25号大賀祥充著

第126号木谷直俊著

視対象知覚における結合問題

わが国における会社法改正の最近の状況
と今後の課題

都市交通

一都市における自動車交通と公共交通の
「バランス」は可能か一

第127号　高木敬雄・堀内良治・前田総持共著
色彩の認矢鐸心理

一その事実と概念の研究一一

第！28号　日隈健壬・宮本晋一・広田ともよ共著

第129号曹　美丁丁

加齢に生きる出たち

くig99。　5＞

〈2000．5＞

〈2000。　5＞

〈20GO。　5＞

＜200i。　5＞

〈2002。　5＞

＜20G2。　5＞

〈2002．　5＞

〈2002．　5＞

〈2002．　5＞

〈2002．　5＞

＜2002．　5＞

〈2002．　5＞

〈2002。　5＞

〈2002．　8＞

＜2GO3。　6＞

〈20G3．　6＞

一自立・安定そして生きがい日韓比較調査研究一

第130号　森　　棚い高木敬雄・佐々木管・井上

〈2003。　6＞

メンタル・スペース理論と過去・完’了形式

一日本語と韓国語の対照一　　　　　　　　〈2003。6＞

　　　　　　　　勝・湯地宏樹共著
子どもの遊びとスポーツとスポーツビジョン

〈2003。　6＞




